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醐衞llili鮖鵬繩ｉｉｉ篭薔

蕊灘･得る免却ろ期、

Ⅲ
化
塵
の
基
盤
で
あ
る
農
地
の
取
得

資
金
に
つ
い
て
は
、
貸
付
限
度
の

Ⅵ
Ⅲ
げ
と
需
要
額
を
満
た
せ
る
枠

中
標
津
町
農
協
酪
対
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
、
畜
産
・
酪
農
関
係
の

政
策
要
求
を
第
六
回
役
員
会
で
決
定
し
、
｜
月
十
四
日
根
室
地
区
酪
対
へ

諸
要
求
を
提
出
し
た
。

〃
提
出
さ
れ
た
政
策
要
求
内
容
〃

第
ｅ
回
役
員
会
報
告

hＮ 

て 生
産
基
盤
の
確
立
対
策
に
つ
い

鈩皀、

の
確
保
を
図
る
こ
と
。

②
自
給
飼
料
の
安
定
確
保
の
た
め
、

草
地
面
積
の
拡
大
が
必
要
で
あ
り

公
有
林
野
の
払
下
げ
を
誰
ず
る
こ

と
。

③
草
地
の
自
力
、
更
新
に
対
す
る
資
材

費
の
補
助
制
度
を
識
ず
ろ
こ
と
。

三
生
産
資
材
の
安
定
供
給
対
策
に

つ
い
て

（３）（２）（１） 

導規国すめ飼格洞
を格産ろ、科・を科

7鱸ｔ郷：肥
･蒻偕。＃Ｒ幽
図つて期引生

挫臘篭Ｗ駕

蕊；;:iｉｉ
四
、
畜
産
物
の
需
給
調
整
・
価
格
安

定
対
策
に
つ
い
て

（１）五（４）（３）（２）（１）

jiiil蕊難{雛
灘蝉灘iiilji鰯
を強〉肖ろ、ラメ’〕政を

繩慕；脅細ⅧＭｌｉ

化。・れによ、うの堂

、
' 

御
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が

農
地
開
発
公
団
事
業
は
、
昭
和
ｈ

十
七
年
末
を
持
っ
て
一
応
主
要
下

亭
は
全
て
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

農地開発公団事業の

葎、

六
、
そ
の
他

⑩
酪
農
負
債
対
策
資
金
の
必
要
枠
の

確
保
を
図
ろ
こ
と
。

②
自
作
農
（
再
建
整
倣
）
資
金
の
貸
付

限
度
額
の
引
上
げ
を
行
う
こ
と
。

ろ
措
置
洽
誹
ず
る
こ
と
。

②
学
童
の
体
力
・
体
位
の
向
上
を
図

ろ
た
め
、
学
校
給
食
事
業
を
継
続

し
て
実
施
す
る
こ
と
。

③
牛
乳
・
牛
肉
等
の
需
妥
拡
大
、
消

費
宣
伝
活
動
の
強
化
、
新
製
品
の

開
発
響
及
な
ど
、
政
策
的
な
消
普

拡
人
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

し
た
が
っ
て
個
人
別
事
業
負
担

金
は
、
い
く
ら
か
気
に
か
け
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、
と
り

あ
え
ず
概
算
で
は
あ
り
ま
す
が
、

個
人
別
事
業
負
担
金
を
近
日
中
に

御
通
知
い
た
し
ま
す
。
全
体
自
己

負
孤
令
の
う
ち
、
前
納
金
の
方
法

で
第
一
回
償
還
金
に
充
当
す
る
方

法
を
取
り
、
残
額
を
二
十
年
の
う

ち
三
年
据
置
き
、
十
七
年
払
い
と

な
り
ま
す
の
で
御
了
承
下
さ
い
。

‘ 
比
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種
子
は
播
か
な
け
れ
ば
芽
が
は
え

な
い
。
品
種
改
良
の
第
三
恥
は
、
腓

労
し
て
得
た
交
配
種
子
を
い
か
に
早

く
大
量
に
上
手
に
播
く
か
、
術
を

健
全
に
育
て
る
か
に
つ
い
て
で
す
。

櫛
半
作
と
い
う
よ
う
Ｅ
優
良
品

今
凹
は
、
協
同
組
合
員
問
協
同
の

原
則
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

農
業
協
同
組
合
も
合
併
が
す
す

み
、
大
型
化
し
て
き
た
と
は
い
え
、

組
合
単
独
の
力
だ
け
で
は
今
日
の
複

雑
恋
経
済
・
社
会
情
勢
の
も
と
で
、

組
合
員
の
営
農
と
生
活
を
守
り
、
苑

腿
さ
せ
て
い
く
羽
は
で
き
ま
せ
ん
。

櫛
選
定
の
第
一
歩
で
あ
る
と
と
も
に

大
変
重
要
な
仙
鵡
で
あ
る
。

お
よ
そ
横
１
ミ
リ
、
縦
晒
ミ
叺

厚
さ
烟
ミ
リ
の
小
さ
な
種
子
は
、
い

、
１
◆

し
力
け
ん
に
床
ｋ
仁
播
灘
す
る
と
、

芽
が
出
な
く
な
る
か
、
出
て
き
て
も

'三5N

根釧農試奥 Ⅲ 菫̄ 眉

すＩ可のが協い段組
・組ほ協あ同て階谷
こ合か同OＬ、きば
れ.（二組まて他ら地
ら森生合す述の（二域
の林活に。動協は及
協組協はをiii」匡ｌび

灘ｉｉｉ

あＴとれのイくばる意期作培しいれがとこ
ろ火はぱ流揃徒唇か、季（二交訳るた取活ョ
．と非限失、長床ら畑箙と配けか「ｈれ蕎口

i蕊灘ｌｉｌ{i、
同
組
合
と
同
じ
基
本
的
な
考
え
方
で

組
織
が
つ
く
ら
れ
述
営
き
れ
て
い
弐

十
。
農
協
運
動
を
発
膳
さ
せ
る
た
め

に
、
生
活
協
同
組
合
・
漁
業
協
同
組

合
・
森
林
組
合
な
ど
と
連
帯
を
一
厨

強
め
、
協
同
組
合
間
の
協
同
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

以
上
、
十
一
Ⅲ
号
か
ら
農
協
運
営

六
つ
の
基
本
原
則
を
述
べ
て
き
ま
し

図１１人当り普及冊数の多い県$少ない県

雑
誌
一
人
当
り

二
七
・
四
冊

１
１
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Ⅲ［京

大阪

京伽

北海道

神奈川

"ﾛ＝ 

3５．５ 統
計
か
ら
み
て
一

30-F 認
購
入
昂
は
二
県
と
少
な
い
県
を
グ
ラ

民表究
一し所川
人てが版
当い毎科
りる年学
糀国発研

2７．２ 

２７」

符崎

佐ｉｆ

1７４ た
が
、
全
体
で
体
系
的
仁
統
一
’

て
噸
解
さ
れ
、
組
合
運
営
に
帳
か

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
窓
い
の
で

す
。次
号
か
ら
は
組
〈
目
呉
・
役
員
・

職
員
の
役
割
に
つ
い
て
掲
救
い
た

し
ま
す
。

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
命

ト
ヒ
・
山
Ⅲ
、
前
年
に
比
べ
て
○
・

・
一
・
Ⅲ
の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
”
雑
誌
の
時
代
〃
と
い

わ
れ
、
都
市
を
中
心
に
徐
々
に
一
人

Ｗ
り
の
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
が
減
る
傾

向
が
み
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
、
読

習
が
兄
面
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
時
待
す
る
声
も
高
坐
｝
乳
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
郁
道
府
県
別
に
多
い

lI1-F 

HE児催 １６」

滋劉 1１５９ 

奈良 lF1-F 

う
て
見
る
．
と
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6． 長｜時給時小産(2)
期期与期と乳蓄泌
続で原のなす積乳

！：1111爵’４艫鴬
か。最一又期た期
がこも乳、で休
個の．低期′にあｌｌｌ守

鰡$鰯Ｉ!：
1ｍい得るが重澱

占醐鰄蔦怡

現二

＿‘． 

熟

よ

b;蛍

エ

ポ
イ
ン
ト
て
あ
る
。

③
泌
乳
最
盛
期
以
降

体
力
の
維
持
と
経
済
的
な
飼
養
管

理
が
目
的
で
あ
り
、
こ
の
時
期
は
体

力
を
維
持
し
て
、
｜
年
一
産
の
分
娩

間
隔
を
嫌
に
せ
る
よ
う
分
娩
後
六
（
ｕ
｜

～
八
○
日
以
内
に
受
胎
さ
せ
る
と
共

に
、
や
や
も
す
る
と
オ
ー
バ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
傾
向
と
し
や
す
い
の
で

特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
い
か
に
娑
求
童
通
り
飼
養
符
印

が
出
来
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
塵
る
。

鯰i1j1i1il悪:鱗：:騨鑿
W享鴻彊脳燗，､鯉補
給ろか仁でがドリろ過でリ、の

;鰊：:漂鰊撰垪:蝋
Fli1雛彊Ｊ蹄ミモiliLl幽

譲lliiii,'１１鯛；譲蝿

叩
泌
乳
末
鯉

綴z罰、

が
多
く
．
太
り
気
味
の
牛
に
対
し
て

は
グ
ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
’
デ
ン
プ
ン

粕
等
の
多
汁
質
飼
料
や
高
カ
ロ
リ
ー

飼
料
は
制
限
給
与
し
、
乾
牧
草
主
体

に
す
べ
き
で
あ
る
。
当
然
、
濃
厚
飼

料
の
だ
枇
雄
施
与
に
は
特
に
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

逆
に
や
せ
た
牛
に
つ
い
て
は
、
乾

乳
期
に
入
っ
て
の
短
期
間
で
の
哨
体

は
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
こ
の
時
期

か
ら
高
カ
ロ
リ
ー
飼
料
を
増
給
し
調

整
を
行
う
必
妥
が
あ
る
。

回
乾
乳
期

をらのら度群にン十米に

灘纈宝:蕊鰄#;ili'ｉ
ｆ騨翔鱸澱鯲M1:ザキ
ガ雛Ⅶ騨騨蝋ii<章休第

騨1欝雑

そ
し
て
吹
の
分
娩
と
共
に
新
し
い
乳

腺
細
胞
の
賦
活
活
性
に
も
重
要
で
あ

る
。

ス
タ
ン
チ
ョ
ン
鮒
い
に
於
け
る
乾

乳
牛
は
畜
主
が
濃
厚
飼
料
を
給
与
し

ビ
タ
ミ
ン
，
ミ
ネ
ラ
ル
は
適
宜
補

給
す
る
こ
と
。

⑥
そ
の
杣

叩
乾
乳
牛
の
取
扱
い
に
つ
い
て

いばが兇犬半ｆｌｊ置
で平平強込気にらが＝

蝋窪：鰹:！
･すはしｃくし多強半

＃灘:鱒；
的降季ががう寒気
に雪節あ通。邑庄
多最凪るり後の配

局
地
的
に
雪
が
多
い
で
す

一
一
月
。
三
月
の
長
期
予
報

/匂=＆

／=､ 札
幌
管
区
気
象
台
発
表

防も飼牛な

④③②①止出料に〈
飼もＥＲＩ､］牛搾と釆摂すと

ijii［脈２iiLf洲ｉ満
辨噸齪灘：Ｍ
トけて・飼ののいによ
･両乾養別たた｢ｌｉｂ
張乳宅飼めめ側盗
ｌ〕牛いに能牛食
すのへ§力はし
るみ乾盗発満．
。彩乳食祁度病

三
Ⅱ
の
天
気
は
、
周
期
的
仁
変

わ
り
ま
す
が
、
１
句
や
下
旬
に
は

一
時
寒
さ
の
強
ま
る
Ⅱ
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
発
達
し
た
低
気

腿
の
大
き
く
航
肛
ろ
Ｈ
が
あ
る
見

込
み
で
す
。

平
均
気
温
は
平
年
並
か
や
や
低

く
、
降
雪
量
は
平
年
並
か
や
や
少

な
い
で
す
が
、
太
平
洋
側
で
は
局

地
的
に
多
く
な
る
で
し
ょ
う
。

、＿ノ
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石
十
八
年
の
受
託
孔
昂
・
脂
肪

率
・
無
脂
固
形
率
・
乳
仙
等
は
表
Ｉ

の
辿
り
で
、
特
》
雫
す
べ
き
点
は
冷
害

と
い
わ
れ
た
悪
条
件
の
巾
で
孔
旦
は

一
Ｃ
八
％
の
伸
び
、
乳
成
分
等
も
前

年
を
上
廻
っ
た
こ
と
は
各
位
の
創
意

工
夫
と
努
力
に
よ
る
結
果
と
見
て
い

ま
す
。
気
に
な
る
の
は
舎
飼
期
（
例

年
な
ら
上
る
）
Ｆ
へ
っ
た
卜
肛
か
ら

無
脂
固
形
率
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
原
因
と
し
て
サ
イ
レ
ー
ジ
の

胎
質
が
良
く
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す

の
で
高
め
る
た
め
に
蛋
内
・
カ
ロ
リ

ー
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
乾
物
摂
取
量

を
高
め
る
よ
う
心
が
け
て
卜
さ
い
。

五
十
七
年
度
内
で
精
算
さ
れ
る
べ

き
諸
乳
代
は
表
Ⅱ
の
通
り
で
、
五
十

八
年
度
に
精
算
さ
れ
、
各
人
の
組
勘

に
振
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。
受
託
区

￣~、

一’
置露諺

受
託
乳
量

五
六
、
一
一
六
ト
ン

〆￣、

、
鷺
価

:熟窯鱗蕊
託’）ま五｛'１，人.．上mFIl
乳ます十荷・協市実は炎と

ｆ製灘灘｛
す’し軒鮨I蝋舟罐
は・鼠のの付のｌの、
五で桁他金乳とで農

竹｢ll1li
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P 
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57flZ度jlⅢ１１とMililfl金残返週命 '２．４３２.`186「！J1 

57ｲl･皮Ｉｌｌ荷調嘩乳,ｶﾞﾑ代粘煎６．１.’ 
57flzl2】1-58年311（i､08H､431｣'
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,｣、計
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合計
1J;1.Ⅱ11.921 

振込｝jlH 術等 iij難孔１，１ 翁額‘鐘石ｌＸ:分

５８．２.ＩＣ 57ｔ1葡度酪農吋策｣ＩＦ業'111助命（金札１１Ｉ満if成促進１１F業） 57年iづ -57年７１」 H､5塁11.777 Til濃｢･]１
２－１(） 
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57f1当1２

57年２

～58ｺﾞiｴ３jｊ 

-58ｆＩさBＪｊ

:(i､4閲.553

1767.065 

:、計
50,833`67(} 
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農協だよ’ノ（6１
昭和59年２１１５１１

「
配
合
飼
料
価
格
改
定
実
施
時
期

昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら

昭
和
五
十
几
年
六
Ⅱ
末
日
出
荷
分

ま
で
と
す
る
。

二
、
価
格
改
定
の
理
由

昭
和
爪
卜
八
年
十
月
Ｉ
五
日
改

定
時
に
お
い
て
、
乳
配
卜
譲
当
り
九

対
策
き
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和

Ｈ
１
八
年
十
二
月
末
日
で
打
切
り

に
遭
っ
た
。

三
、
安
定
基
金
の
補
て
ん
に
つ
い
て

①
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
か
ら

昭
和
兀
卜
几
年
三
月
末
日
出
術

分
、
通
常
補
て
ん
Ｉ
当
り
皿
、

○
○
○
円

②
昭
和
五
十
几
年
四
Ｎ
｜
日
か
ら

昭
和
汎
卜
九
年
六
月
末
日
出
荷

分
、
通
常
補
て
ん
ｊ
当
り
一
一
一
、

》
、
○
○
円
、
併
々
通
常
基
金
よ

り
補
て
ん
を
実
施
す
る
。

特別対策打切に

Ⅵ
○
円
（
精
算
時
価
格
折
込
）
特
別

配合飼料
価格改定に
ついて

営農資材課

各社銘柄別配合飼料小売価格表 ＲＲＱ１」改

頚 20袋嬬品名’20ﾊﾟ芋 20鍾罷 品名濡2o(學 銘I1Ji名
ｐ 
ｎｎ 

鐺柚 ７，ハ銘熟 20袋

幼牛用Ｐ 1475 1.423 1.464 ＳＦｌ６ＳＰ l38C 

ハィフレーク育成原 1.70〔1673 〃 ｌＦｌＦ 1.454 1,402 ■ 

７ L38C L43C 1.294 '雪印エコノミ
Ｐ」

1４３２ 

ロ
』

1392 1.455 ネムロ３号 1414 
グ」

1468 nzZh 

雪 2.525 Ｎ力一フＡ" ５号 1.378 1.572 
鮠 2.090 Ｂ 〃 ７ヂミ計 1.363 

刀

1347 氷

6.25Ｃ 仔牛ミル，" ３Ｓ 1,445 L394 

L898 L898 ヨーテゴルスタートビ” ５５ 1.405 L4201,46/１ 

〃チャンスＰ L47E L47E 二Ｆノト圷 114021 L55G 

'′トップＭ 1.385 1.385 若牛用 1.328 138ビ ■
■
 ク ■
■
 L40E L40E ＳＫ飼料 2046（ 

卍。

1.404 

イースター１５F 1345 1345 1402 ズノービローフ八1.417 

リ １fｉＭ 1,38s 1,38s ｒ Ｒ 1.354 14471492 EⅢ 
〃〃Ｆ 1.405 1.405 6.22Ｃ ネォヵ-つミノＩ〃L43E 

'' １１已１Ｆ L45C L45C し 6１６５ カーフミルクL46B 

(〃 z0hjl L45C L45C 3,32Ｅ カーフミ-ルL324 

〃〃Ｐ L47C L47C 2.OIC カーフスワータ一l47G 

えＦ 1.40［ 1.40［ a27C スノー、ツノンス３： エ

1.3611,405 lill 
トクハイ１３F L177L21［ 1.177 メイフレーク１２ 1,38］ ン L4021447 
糖密飼料 L29C 〃 １， 1404 

1.3281372 
缶入缶入a35ClＲ 1.432 サブ゛ブス” 

1.961ｌ２Ｄ１Ｃ 
２７E■、

乳牛ブレーク1６ L36E |り 1,468 '' ２［ 
L402L447 

PF I[］ 1.404 1,404 ＰＦ Z 

L317136C 
ＭＡＣ " H2(１ 1Ｆ 1.432 〃』

L22911.272 
日モ_デリ－１ビ L39C L46E 2「Ｆ｣ 

6］６［ 
1月 1.44Ｃ 1,480 平南ワ々ナベ

Ⅱ〃

1,525 
乳牛１６Ｐ 1337 明配Ｂ号 1.404 

L21C 
f〃 １fｉＰ 1.368 Ｐ青成肺 l37E L40E 

L2081d228 6.07［ スーノマーカーフミルク6．１３０ 治 一ユーメイラ・』ク

1.468 a39C カーフミ－ル1.595 メイゴールト

1.417 l９７ｎ カーラスターターP725 ハイショーヤン
雪

1.432 1.445 ＩＥＦ牛用ＰL3IE プしコンＡ

1.404 若牛ｌＵＦ 1,36［ ロイヤル１２号 1,404 
日

’ 
Ｗｉｌ肉牛フレーウliii期 1,395 L44E " 141号’ 1.394 

〃 後期］ 11375 2.237 〃１６号 L402 
印

肉牛前期Ｐ 1.375 1.6Ｍ Ｊ７ ｌ８害 1,432 
配

〃後期Ｐ 1.354 〃２０号 L491 1.356 

銘iiW 品名 2o(礫 袋 鐺柚
○ 
だ_」 20ﾊﾟ響 20袋焚 銘Ｉ 品名 20バラ 20鐡

配

Ⅲ 

幼牛ノロユ＞

ハイフレーク育成側

汎′ Ｔ 

ﾉＰ Ｓ 

Ｎカー・フＡ

〃Ｂ

仔と.諸ミルク

M23 

ﾕD673 

i,380 

:､393 ７０３５２９５ ４７４４５０２ １勺■９■’刀■１１１１２２６ 

Ｈ耐

ニョーーテールスタートＰ

チャンスＰ〃

" ,､ツプＭ

〃Ｐ

イースター‐１５Ｆ

" １６Ｍ 

〃 ′’Ｐ 

" ：ｇＰ 

〃 ２ＣＭ 

〃 〃１ｺ

－スＰ

:、クハイ世３Ｐ

糖索飼料

寸プラス

1,893 

1147Ｅ 

ﾕ画382

上り40［

1,345 

1,38ｔ 

1,40（ 

1,45（ 

f,45（ 

1,47（ 

1,40（ 

1,17, 

缶入

11211 

Ｌ２９Ｉ 

2,35（ 

粉

Ｉ 

乳牛フレー‐ク1６
’’ １８ 

Ｊ' ２０ 

モ．－＿デｌｊ－：６

ＪＰ ＩＥ 

乳牛’６Ｐ

&' １８Ｐ 

スーパーカー゛フミルク

カーーフミール

刀一．フスターター‐Ｐ

１ｆ牛ノ１J’〕

藩牛ｊＵＰ

肉牛ブレーク,iii卿

〃 後測

肉牛前期［

'′後期Ｉ

』,368

1'404 

1,“C 

L39G 

1p44〔

1,331 

1-36［ 

｣1391 

1,訳1

1.371 

１３５ 

ｆＩ－１、１７９７４６ ０３９４３ ５△１■ロ１１



農協だ(７ よ I」
昭和59年２月５１

十
二
月
末
の
農
協
財
務
の
状
況
瀞

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

先
ず
貸
付
金
は
総
額
で
一
億
…
下

万
円
、
昨
年
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

内
容
的
に
は
受
託
資
金
（
王
に
農
地

取
得
．
ｎ
割
資
金
）
が
増
え
て
長
短

貸
付
が
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
ク
ミ
カ
ン
貸
残
は
几
下
万
円
程

増
加
し
ま
し
た
鱒

一
方
、
貯
金
は
定
期
性
貯
金
を
中

心
に
七
・
八
賂
、
一
一
億
四
千
七
百
万

ljiKl：ｒｒﾉjｌｌｌ 貸付金の状況 ’ 

１１卜汗
131 、
月
末
の
状
況

R（ 

ir都

’年５６５７ITF
円
の
増
加
と
葱
り
順
調
な
伸
び
を
見

せ
て
お
り
ま
す
蝿

Ｘ
、
農
協
の
借
入
金
は
設
俸
順
臓
人

を
含
め
て
一
一
一
億
七
百
万
円
減
少
し
、

預
金
は
二
億
八
千
〃
円
増
加
し
て
お

り
ま
す
。

次
に
販
売
の
支
払
高
は
牛
乳
の
化

産
増
に
伴
い
町
，
八
％
の
取
扱
増
と

な
っ
て
お
り
、
購
買
に
つ
い
て
も
生

瀧
》
算
材
を
中
心
に
四
％
の
伸
び
と
唾

っ
て
お
り
，
き
す
。

クミカン賃趣状況億
Ｔ
ｌ
－
－
Ｌ
ｌ
鋤
１
－
－
」
年

８
７
６
額
／ ‘iﾘｷﾞ/l 

－Ｌ－Ｌ－Ｌ 
５６５７５８ 

厄一F

命

且

貯金の状況 販売取扱の状況〔illi給金含む：

，,ﾊ|,Bｉ 

購買取扱の状況

へ.砿５０鰯 Ⅸ
斫
訓
別
兜
緬
／

SＥ 
１ 

5.851 

.二ｈ

.ｲド５６５７HＲ

48＋ 4.742 
野

jln 
／年５６５７５８

3.ｌ９Ｅ 
3２ 

３１ 

。
■
・

■
Ⅱ
 0,5 

L全iLl； Ｗ }》卜

本
道
開
拓
一
○
○
年
の
歴
史
は
、

気
象
総
杢
吉
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。
最

近
は
科
学
と
技
術
の
進
歩
を
過
信

し
、
備
荒
（
Ｎ
作
の
用
意
に
そ
な
え

る
事
）
の
心
掛
け
も
う
す
れ
、
実
行

す
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
夜

話
を
ご
瞳
下
さ
い
。
「
変
繭
に
備
え

る
」
災
害
ば
か
り
で
な
く
価
格
の
暴

落
。
売
れ
ゆ
き
不
振
な
ど
に
備
え
、

平
年
作
の
年
に
は
、
あ
と
で
述
べ
る

分
度
法
に
よ
っ
て
四
分
の
一
位
の
貯

え
を
す
れ
ば
、
こ
れ
を
補
う
道
が
識

ぜ
ら
れ
ろ
か
ら
変
事
が
な
か
っ
た
も

三
年
に
一
度
の
凶
作
は
覚
悟
し
て

￣ 

，唾2塁垂i鶉舸…＝ 福雪､

が経済自力
再建のチャ

いま

ンス

い
ま
、
負
債
農
家
が
支
払
っ
て
い

る
借
金
の
利
息
は
、
年
間
約
一
○
Ｃ

万
円
、
農
家
所
得
を
五
○
Ｃ
万
円
と

す
れ
ば
、
お
よ
そ
所
得
の
二
Ｃ
％
に

当
り
ま
す
。

例
え
ば
、
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
の

力
で
、
平
均
位
の
借
金
が
あ
る
方
は

借
金
の
な
い
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
の

万
と
所
得
は
川
じ
。
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

分
は
ダ
ダ
働
き
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
気
づ
か
れ
た
ら
、
し

ば
ら
く
規
模
拡
大
も
近
代
化
も
忘
れ

て
光
ず
借
令
を
無
く
す
る
こ
と
に

月
の
色
を
変
え
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
す
。

借
金
を
し
て
い
る
と
タ
グ
働
き

同
じ
に
な
る
：
肯
虐
慨
と
決
心
こ
そ
大

切
な
の
で
す
。ご多幸

PPL鑑四二 ｉｎ、
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、

十訳て［J｝て一宮小今に供（二
－゜はきの多過、な、ｕと－の多地
っ大て投少典投影一$‐のも方拡〈城

|ｉまiiii謀欝職:i11i繩
1l1ii12ｶﾐiii洲舩鯉lii肘Ｗは
/'三分そに、に収し金の金拡てさ聴

驍ilY鮭〒鱗Ｔ２螂榑，iLM
だて資産＝にま少金大装し経の

めいのわ千よ‐､職LWii屯鯲のま内れ万つ

' 

営農条件を
最大限に

活用する年に〃
北根室地区農業改良普及所

ｉｉＬ：補継鷺中手￥；ifこ蝋
２人|蕊纈']､繩。IifMjImf澱
ん犬う-んん決そ幹のいが駄の合で
でｌ炎あ。ししのは酷魂スな投施あ

簾ii欄鱸iii：鯉：ｌ
料怠飼、て、な』!=ｌｌｌｒＬい題には部１〕う
多れ料近恋も産耐てがおなを弐一

f：繍織繼瀧>iｌＷ
iiifi1iiiiii1iililii鍵ljiiijlllilIJ侶亀

害か低桑件を生行して
」

且

蝋鱗鰡§鱗鰄謹辮蝋羅蕊
l）足績【）善て質ころとＬ数のて１１１十、効分まわたと資率飼もｂ乳

薮iliL磯灘灘藷蕊：
;,灘§戦ii：戦繊識霞欝鮮\戦織

率
の
良
い
乳
生
産
を
お
こ
と
う
べ
く

粗
飼
料
基
盤
の
見
直
し
を
図
ろ
必
要

が
あ
り
ま
す
。

二
、
高
泌
乳
生
産
の
決
め
手
は
粗
飼

料
に
あ
る

多
額
な
償
還
金
と
卜
分
な
生
活
費

を
得
ら
た
め
に
は
、
効
率
の
良
い
絲

常
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
、
と
も
す
れ
ば
多

頭
化
・
装
備
化
へ
進
む
傾
向
が
あ
り

ま
す
．
又
、
櫛
泌
乳
遊
Ⅲ
指
す
た
め

濃
厚
飼
料
を
多
袷
す
る
礪
例
が
見
ら

れ
ま
す
が
、
↑
の
能
力
を
引
き
出
苫

鋤
一
冬
の
健
康

生活季
節
で
す
。
寒
き
に
弾
く
な
ら
だ
含
ん
だ
食
品
で
す
。

◎
野
菜
を
食
べ
よ
う

袷
が
大
切
で
す
。
と
こ
ろ
が
冬
は
カ
ロ
チ
ン
が
含
ま
れ
、
こ
れ
が
体

め
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
Ｃ
の
袖
絲
や
猷
色
の
膿
ぃ
野
栄
に
は
．

・
も
ｆ
足
が
ち
に
な
り
ま
す
。
た
と
く
虹
ま
ず
、
健
朧
な
〃
Ⅱ
を
送
る

野
楽
の
睡
類
や
数
最
が
ど
う
し
て
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の
働
き
を
し
て

・
も
恋
か
な
か
治
り
に
く
い
江
Ｅ
、
’
し
ｌ
Ｕ
（
国
際
単
位
）
の
Ａ
が
必
班

え
ば
、
冬
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
た
め
に
は
、
成
人
一
日
．
「
○
○

の
補
給
〆
小
疋
か
ら
旨
』
て
い
ま
す
。
ン
で
す
の
で
．
油
と
一
緒
に
食
べ

こ
れ
も
Ｃ
の
不
足
・
新
鮮
な
野
菜
て
す
。
Ａ
は
油
に
と
け
る
ピ
タ
ミ

一
年
中
で
鎧
も
寒
さ
の
厳
‐
し
い
‘
・
等
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
劉
箇
に

､鼻、

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

産
い
ま
ま
の
多
頭
化
、
或
は
粗
飼
料

の
質
・
銑
の
向
上
を
無
視
し
た
乳
生

朧
は
決
し
て
効
率
の
良
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
自
分

の
経
営
の
与
え
ら
れ
た
条
件
，
整
備

し
た
条
件
を
１
分
勘
案
し
、
効
率
の

良
い
経
営
へ
と
進
ん
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
『

”
飼
養
技
術
等
に
つ
い
て
は
、
昭
Ⅲ

凡
卜
九
牛
版
、
営
農
技
術
資
料
を
『
」

活
用
下
さ
い
〃

人
根
の
葉
や
み
か
ん
．
じ
ゃ
が
い
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｜
月
十
一
凡
中
標
津
町
体
育
館

で
農
協
青
年
郡
主
催
の
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。

約
八
○
名
の
部
員
・
潜
妻
部
員
が

集
只
各
支
部
対
抗
で
熱
戦
が
続
け

ら
れ
た
。

、 将
来
の
経
営
、
農
協
に
要
望
出
ろ
〃

親
睦
〃
親
睦
〃
と

か
け
声
高
ら
か
に

農
協
青
年
部
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

しけ了強

偕瀦：;1'１１ｌ
しに、優てこ
まかはのせ第

庵?#鰐：
下腱偲力Iii！
“・曲蝋
染力、Ａの

あ満し諜・会席婆を
つに要て￣の雌かをて理農
たつ約川に経初１１願組解協
がいしさ対常、わし、合し職

鱗難艀}iii騨
繁彫塑」鮒,｢鴬
鵯＆雛＃鍋山働
の兄の兄ホⅡら懇のＨ農
允も維と談向談Ｈ１寿協

夕■園

笈
し
た
維
営
を
ｕ
指
し
て
い
る
事
が

あ
げ
ら
れ
ろ
。
中
て
も
憤
雛
化
社
会

の
巾
で
デ
ー
タ
ー
分
析
活
川
と
適
正

憤
縦
の
普
及
と
一
雫
一
・
向
っ
た
農
協
対
応
が

要
望
さ
れ
、
合
わ
せ
て
具
体
的
技
術

の
指
導
も
し
て
ほ
し
い
と
一
月
っ
た

よ
り
具
体
的
な
農
協
渦
動
を
要
望
し

。
□
、
。
，
、
＄
』
□

て
い
ま
し
弁

つに窓吊のもの
けありが割に’'１冬意
まるや多合な仁の
しのすぐにｌ〕こ間
よでし、肥食、bは
う気傾満べｊ遮り、
。を向にる動が家

ろ
と
非
常
に
吐
収
が
良
く
な
り
ま
セ
ン
タ
ー
の
鮭
康
診
断
結
果
に
よ

す
。
そ
の
た
め
緑
昔
裕
］
野
菜
は
、
り
ま
ず
と
、
農
業
者
の
異
常
に
高

い
た
め
た
り
、
揚
げ
物
に
し
た
り
い
順
位
は
、
．
、
肥
満
一
一
、
糖
尿
病

で
き
る
だ
け
汕
と
一
緒
に
食
べ
た
．
．
ｍ
Ｈ
腸
病
四
高
血
圧
江
、
動
脈

方
が
効
果
的
（
‐
」
あ
り
、
お
い
し
さ
硬
化
一
〈
、
黄
血
上
、
心
電
図
異
常

も
併
墹
し
ま
す
。
Ａ
の
体
内
で
の
へ
肺
の
病
気
で
し
た
。
、
介
仁
へ
即

生
理
作
用
は
、
視
力
と
深
い
関
係
っ
た
体
重
を
維
持
す
る
こ
と
が
、

に
あ
り
ま
す
。
光
を
感
ず
る
網
膜
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
恋
ど
の
成
人

の
形
成
に
重
要
な
役
目
を
な
し
て
病
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が
で
き
る

い
ま
す
。
Ａ
が
不
足
す
る
と
、
祝
の
で
す
。
反
対
に
過
食
・
食
覗
の

力
の
低
下
．
と
り
Ⅱ
な
ど
に
な
り
片
寄
り
・
ス
ト
レ
ス
・
運
動
不
足

な
す
．
さ
ら
仁
肌
あ
れ
や
鳥
肌
に
な
ど
、
Ⅲ
常
化
活
の
リ
ズ
ム
の
乱

な
り
や
す
く
、
そ
の
上
の
ど
な
ど
れ
が
槙
み
重
な
る
と
、
病
気
に
な

の
粘
膜
の
抵
抗
力
を
失
う
た
め
に
ろ
き
っ
か
け
を
ｎ
分
の
体
に
作
っ

風
邪
も
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
て
い
る
こ
と
に
な
ｈ
ま
ず
。
冬
の

冬
の
間
、
貯
蔵
野
菜
を
上
手
に
間
も
積
極
的
仁
休
を
動
か
し
、
口

利
川
し
、
風
邪
に
ま
け
な
い
強
い
分
仁
へ
ｎ
つ
た
望
ま
し
い
体
重
を
．

体
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

◎
太
り
す
ぎ
に
注
■
太
り
す
ぎ
は
食
事
と
運
動
で
解
消
し
ま
し
ょ
う

農

1ｌＬｌ 
ｉ恩

;'1； 
EＨ 

Ｉｑｕ 
ｂ５ 

〃T酉

蕪
ＰＦ 

Ｉ二

あぽﾌﾞﾆの伸虹霊

八砿狐亘臓をたてＴ減食
と通勤島
Ｂ膿近』とりすぎて答士
ＪＨｌさ十分ｴ謬予

Ｃ色Lやせ7ｓﾌﾞﾆﾍ１１里
⑤に趣康診宣Ｉを

卯
印
０

，
 

別
而
印
則
旧

Ｉ
 

Ｂ
 

Ｆ
 

ｆ
▼
。 〃

銭罎職〃|/|'
’ 

峯
x錘'蝋’’
一(震辿的体而駐)‐

喧罰いぞう危険鐘

EＯ７０Ｂｄ ）５０］ｍｌＩＯｌ則1羽l幻1m|田1町１BUlK
身岳学

ｒ
Ｐ
 

ｌ
ｑ
。

５■］｜ 食左］一・減さば（てで人，てざ予圭を．・また弓謬さ鐡一虹をリ注て鯵・悼憾畳と外ぜ躍些Ｉ》辨勢》鋸》“｜あ八Ｂ仁一／０■■□０．』一 を宙
■Ｉ 

Ｉ 
ｒ 

７１ 
一

、日 主意」 」
７ 

７ 
／ 

ノ

ノア

〆

ノ

／ 

プ

鐸

珈

夕 グー

’ 

〃

ア／
魁 x錘毯

‐(擦辿的体価
■■■ 

｜， 

》ｕ《←〉一
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開
催
月
日
十
二
月
二
十
一
日

開
催
場
所
農
協
役
員
会
議
室

議
案

「
貯
金
及
び
貸
付
金
利
率
の
改
定

に
つ
い
て

別
表
掲
救
の
原
案
ど
う
り
決
定

し
ま
し
た
。

二
、
協
同
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
取

扱
い
に
つ
い
て

取
扱
店
と
し
て
北
信
連
と
事
務

委
託
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

’
一
一
、
鐵
展
栞
近
代
化
．
。
｜
｜
号
資
金
の

借
入
に
つ
い
て

一
号
資
金
二
般
貸
付
の
分
）

四
五
、
’
○
○
千
円

一
号
資
金
（
自
給
特
対
貸
付
分
）

｜
｜
｜
｜
、
’
’
八
○
千
円

二
号
資
金
（
澱
粉
工
場
設
備
分
）

三
○
へ
○
○
○
千
円

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

四
後
継
者
農
業
振
興
資
金
・
農
地

取
得
資
金
・
農
林
漁
業
資
金
’
自

作
農
維
持
査
金
の
情
人
申
込
に
っ

貯金利率の改定（改定Ⅱ昭墹l59fl号ｌＪｊ４[１１

鰯１１１１改定lilj利率改定後TII率ｈＸ縢睡

細勘ｆ(［ｌ）残ゴ'二率2.00％イr利1.75％

Ｌ７冊鰈述貯金 ｎ－Ｏｌｌ 

'－７円2.00 出笂予約貯金
鈩氏

’７月別段貯金 ２０[Ｉ 

3.1Ｍ 3.85 Ｒ力ｌ］症馴貯金

乢廠５」［Ｂ力月ｊ’

ヨー６０5.SＥ ｆＦｒ１ 

Ｌ
ｌ
２
牌

カ

カ

ト

n.8５腱鰯hfI1⑫…瀞･↓'…’6-1（ 年’１

５ｍ ａ８Ｅ 韓農貯金

い
て搾
娠
繩
者
農
業
振
蝋
〈
資
金

融
琴
鐇
繊
一
件

二
、
○
○
○
千
円

農
地
取
得
資
金

融
審
議
餌
二
件

八
、
八
○
○
千
円

農
林
漣
製
蒙
資
金

同
湿
僻
憧
草
地
開
発
整
蝋
罪
業

5.60 縫営近代化貯金 ５．８５ 

`ｌ５Ｃ 日.(Ⅲ洋朋献金

１１１途解約利率

宗期貯金

６力」］股ＩｌＭｉｌＩｉ皿貯irFlI率響迩貯金利辮

1.10 合力）」以上１年末iIMi １，円

l6n IflZ以上１年６カ月求職 ､ＬＲヨ

５柵iiZ6力月以一上 H_６１１ 

貸付金利率の改定（改進Ⅱ１１癖Ⅱ59年ｌ)｣４【1１

堺Hｌｌ改定iiii利率改定稜利率綱霞

劃1勘貸Ｌ残１１利9.00％ｆｌ･利8.75％

融
資
額
二
十
一
件

一
六
、
七
二
○
千
円

地
域
畜
産
総
合
対
策
事
業

融
資
額
一
下
六
件

一
一
、
八
六
○
千
円

自
作
農
維
持
資
金

融
資
額
十
件

一
一
一
、
Ｃ
孤
○
下
円

原
案
ど
う
ｈ
決
定
し
ま
し
た
。

手形巌付金
列き$釆ＬＬて毛入OUf乙賑TVIjzll工、
[）.勗Ｌｉｎｉのドリ牢赤ＭＩＬ返り３カＦ「■■

〃６力I

〃１カ年

Ｍ２カ年

｢扉 LｌｌＰ 証評街｜､｣・金 11.ｍ 

９２５ 瞥１１賦街Ⅱ.金 ９－円［

7-1Ｍ 腱機具Ｐｔ付金 Ｒ－Ｏ（ 

五
、
農
地
取
得
に
対
す
る
融
資
制
喫

の
設
走
に
つ
い
て

別
紙
掲
載
の
原
案
ど
う
り
決
定

し
ま
し
た
。

六
、
昭
和
工
十
九
年
度
の
営
農
計
画

の
樹
立
に
つ
い
て

基
本
方
針
等
原
案
ど
う
り
決
定

し
ま
し
た
。

七
、
冷
害
対
策
費
の
支
出
に
つ
い
て

山
営
農
用
配
送
軽
油
特
別
対
策

金
額
一
、
九
五
二
、
Ⅱ
’
○
円

支
出
錯
準
昭
和
五
十
八
年
四

月
Ｉ
十
月
期
配
送
職
油
》

Ｉ
当
り
二
Ｎ

②
冷
害
に
伴
う
ピ
ー
ト
パ
ル
プ

配
分
堂
不
足
対
策
賀

金
額
一
、
五
二
○
、
○
○
○
円

支
出
基
準
三
○
四
、
○
○
○

埴
×
五
円

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
“

人
昭
和
五
十
八
年
産
澱
粉
の
販
売

計
画
に
つ
い
て

販
売
内
訳

令
道
共
計一
八
六
、
○
○
○
袋

自
宅
共
計
．
｜
、
五
五
○
袋

谷
計

一
八
八
、
五
五
○
袋

原
案
ど
う
り
決
定
し
ま
し
た
。

勵睡別 改定liij利率 改定 TII砦 hii要

ﾎﾞⅡ勘ｆｒｉ１）残 ｆｌ二率 00％ ｲI呈利 75％ 

櫻旭貯金

出茨‐醇約貯金

0０ 

0０ 

7５ 

別段貯金 0〔） 惇7(）

３力）】定期貯金 8５ llU 

６カＪ］’１ IＣ 8５ 

1ｶ年『' 8月 6(） 

２カ年’Ｉ !(’ 8５ 

Ｉ侍Ｈリ溝農貯金 8５ ､6０ 

隷鱈近代化貯金 １ｍ 

定’０１；jIi企 ]0 し5０

途解約利率

期貯金

力」』股ＩｌＭｉ 1ｷﾞ辿貯 FII率 艸通貯金利率

ケノ」以上１年末YlMi ﾕ両
DqD 1.10 

Tl品以lzl年６カト】未満 .Ｌ6０ 

年６カ月以．上 ５３５ 

改定1iii利率 'B(定綾利率 摘要

掌１１勘貸し賎 fl;利9.00％ ｢1是利Ｓ,75％

子形Ｈｆ付金

定ｊＵｌ）ム返り３力１１

'』６力）」

'１ユカゼ1二

「Ｉ ２カ年

iiH誹貸（､｣・金 9.50 9.25 

瞥１１舷街ト｝金 ９．５０ 9.25 

腱機具Ｆｔｌ;]‐金 8.00 ８(１ 
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践地取得に対する融資制度

鵬｣山の｣Ｍ}【二対‐卜ろ必盟溢命の利lLl､の'1if減と１とjLl化をはかるためＷ『叩鷲さオLﾌﾟご‐
niiiillj史識〈irのつjrIl葦触溢のrMi介

従企柄ｉｎ〔IUjrii｢･I金(農地11<i1iLつな菖溢金ＭＤＩ"）
オ･Ｉ象片腱11｣｣｣iK1HL安企擁のiljI腰焚くir(ＩＦへまて!－Jなぎ溢命を必興とする荷。
IYi・Iln4僅誼鰹地J腿柵ihi余弊のＩｌｉ１Ｉ奨斑余のllf人繊の純'111恥
rfiJ･礎↑ｊｌｌ農地法３条i:'１１:｢及び腱111地利l｢I｣村越HllIijlのiﾉ１,十匹111,｣l聯。
［Y;付iUI限腱地JlXfMi税(ir弊のＩＩｉＩ哩斑金のrif､IIlまて゛.、
利鱸ｆ「7.5゜か（'1,11「９５９力）

※1111から３.〔]CIDの利′補給の場合､111人行ＦＩＩⅢは:Ｌ５宅となる．
１fｔ通腱llL｣iX1ilLifrir癖ひﾊﾟliⅢ｢芝焚く１時'二て倣遮測
保灸鵬評人

協
議
事
項

「
組
勘
精
算
の
而
接
経
過
に
つ
い

ぞ
し

昭
和
几
十
九
年
度
の
営
農
計
両

瞥
を
早
期
に
樹
立
し
再
痩
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

．
、
熟
年
会
の
規
約
変
更
に
つ
い
て

規
約
の
変
更
を
承
認
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

②つなぎ融琵｣.｣L外の瞳｢J･の聡介

壷金橘良IUIriii,Iir(盤地ｌｌｌｌ人iril'｡）
対象荷盤jluliif人貯で腱｣山｣鞘IIL斑命輔;のihllI典盗企がl卿堕超過鰍で１片へがJl1，

来ない荷･

厳｢･I限j吏煎鰹地職人||Ⅱi祇の絶lJFl｢ﾉﾘ。

ただL膿jLjlxiL)礎金浮の借入がある場合は､その菰を潅ヴルた戒
額しり純lL1Iﾉｌｏ

１Ｗｉｌ･蕊行’1農iL法3条許可及び殿111地利lⅡ湘.進i汁lIIiiの決定11以降。
厳付ﾉﾘ]l鰹５ｲ｢以lﾉﾘ”

ｆＩＩ率ｆ１７．５％（呪ｉ「９．５％〕

賦週〃法約定臓運lII()11311]、ノC企j勾等仏。
保令保証人拝し〈は｣Ⅱ僻

．』旦施年ｊｊｌｌＩｌ群Ⅱ58fl：１２｣]２１１１

青Ｐｑｌｉｊ伴三係ニルヒ＝
青し{』（ニラ昭の昭に昭
成標つ記和政和つ和
組津い’限ｉｉ策五いⅡ

灘`雛゛１
F襟蝋て：iiili
て二'二ｋｉｌ正産売
ＨＩｉｉ逆’二関状

窪守、

◎
贈
与
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

贈
与
税
は
、
そ
の
年
の
一
Ⅱ
《
Ｈ

か
ら
十
二
月
一
．
一
十
一
Ｈ
ま
で
の
一
年

間
に
、
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
合
計

額
が
基
礎
控
除
額
の
六
十
万
円
を
超

え
る
場
合
に
か
か
り
ま
す
。

〈
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
〉

婚
姻
期
間
が
ニ
ト
年
以
上
の
夫
姉

の
間
で
、
居
住
用
不
動
産
、
又
は
届

今
年
初
め
て
の
農
協
婦
人
部
七
催

の
新
年
会
が
一
月
二
十
一
Ⅱ
、
寿
宴

和
室
で
行
わ
れ
た
。

約
七
○
名
の
部
員
が
集
い
、
、
頃

の
生
活
に
積
る
話
し
に
花
が
咲
き
、

午
前
十
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
新
年
会

は
、
十
二
時
か
ら
部
員
の
か
く
し
蓑
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『
４
房
－
Ⅱ
●
５
ヴ
』
ｒ
⑪
分
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知抓おき抄､

白
頃
の
積
っ
た
話
に
花
が
咲

歌
と
踊
り
に
目
を
み
は
り
〃

の知識
<根室税務署〉

住
用
不
動
産
を
取
得
す
る
た
め
の
金

銭
の
贈
与
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
雌

礎
控
除
額
の
ほ
か
に
、
配
偶
省
控
除

と
し
て
最
高
一
千
万
円
ま
で
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
控
除
は
中
告
を
し

な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〈
贈
与
財
産
の
評
価
〉

贈
与
税
の
課
税
の
対
象
と
窓
ろ
財

産
は
、
上
地
・
惜
地
権
・
家
屋
・
株

式
・
現
金
・
預
貯
金
・
貴
金
属
な
ど

金
銭
に
見
積
る
こ
と
が
で
き
る
全
て

の
財
産
で
す
。

こ
の
場
合
の
財
産
の
価
額
は
、
原

大
会
と
恋
り
、
歌
あ
り
、
蹄
ｂ
あ
り

で
約
二
時
間
半
更
に
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
。

ま
た
、
持
ち
薪
（
た
漬
物
作
品
展

も
好
評
を
得
、
、
日
、
笑
い
と
久
し

く
会
っ
た
人
と
の
話
し
に
熱
中
し
て

い
ま
し
た
。

席。

Ⅲ
と
し
て
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
と

き
の
時
価
に
よ
り
哉
寸
。

そ
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
財

罐
の
種
類
ご
と
に
、
具
体
的
に
そ
の

蕊
準
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
税
務

相
談
室
か
税
務
署
に
お
昇
れ
く
だ
さ

い
。

〈
申
告
と
納
税
〉

昭
和
Ⅱ
十
八
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
と
納
税
は
、
、
一
月
一
日
か
ら
二
月

十
五
ｎ
ま
で
に
、
贈
与
を
受
け
た
人

の
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
に
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
Ⅲ
し

く
、
お
早
め
に
済
ま
せ
霞
し
よ
う
。 ll1lililliilllIi1iii１１IIlii1iiiiiiiiiiii 
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こ
の
絵
の
中
に
は
、
い
く
つ
間
違

い
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
間
迷
い
を

見
つ
け
て
、
そ
の
数
を
ハ
ガ
キ
に
書

い
て
送
っ
て
ｒ
さ
い
。

①
官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
害
い
て
送

っ
て
下
さ
い
。

②
あ
な
た
の
氏
打
・
住
所
’
年
令
を

醤
い
て
下
き
い
。

③
対
象
老
Ⅱ
小
．
中
学
椎

④
宛
先
Ⅱ
巾
標
雌
町
来
上
条
南
一
一
丁
、

三②皆蓬〃
しど瞳臓薑

小｡中学生
どし

〔
応
募
規
定
〕

墓『Fさい。

震
可

壽M1鬘（
１
）
 

Ｐ
Ｉ
 

巾
標
津
町
農
協
組
織
広
報
係

⑤
締
切
Ⅱ
Ⅱ
二
月
二
十
日
ま
で

＊
応
募
下
き
っ
た
〃
に
は
全
目
参
加

徴
を
架
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
正

解
者
に
は
当
り
賞
を
贈
榮
い
た
し

ま
す
の
で
多
数
応
募
下
さ
い
。

＊
正
解
者
の
発
表
は
四
月
号
紙
面
で

発
表
い
た
し
ま
す
。

〔
十
二
月
号
の
当
選
者
〕

十
二
月
号
の
止
解
催
「
ｎ
つ
」
（
下

の
図
の
｛
）
印
）
で
し
た
。
応
募
者
数

！ 

１１、'三轤藝
Ｌ 

fﾛ■、

、､＝＜=辿昶麺鶚；

L￣ 

俣俵共ｉ}ｉｉⅡ〔し渡一卜・

落噸砿〃繩紳上編
者さま者で

ｌｌｍｌ阿阿乾乾沢管萱一'二はいす及正

か鰯1,,Llil11il岡藤次。のび解郡部部

お忍ぶ純矢子と智翔虞徽lii
：鞠Ａ騨肌叫臘解
や八几んんんす報賞し
ん１－｜‐。係品た
じ｜‐－｜‐）Ｌ－’八トーヘを‘
才才才才才非才才才申お

<12月号の間違い個所＞

十

ｉ二－
１ロ｝１日

十十’七

融日社１イド合イネ
金ノし公レ青組化

;灘

瀦韓露塁鍵蒋.鍛羅露蕊

１ドヨの鷲

ｑ
■
 

が
Ｐ
」

虚字、

､▲ａ■ 

翠
宅路

iiiil 
蔦ｉ
ｆ 

寛

ｉｆ＃ 

鉢
・
酢
鄭
’
識
咄
慈
謬
巍
獣
蕊
『
》
篭
濟
蟻
巍
李
欄
栂
璽

二
十
Ⅱ
馬
鈴
薯
振
興
会
総
会

二
十
一
ｕ
農
協
婦
人
部
新
年
会

一
一
ｔ
｜
｜
日
ビ
ー
ト
振
興
会
総
会

二
十
四
日
～
ニ
ト
七
日

内
部
監
査

一
一
十
ｈ
日
営
農
委
忌
谷
｛

二
十
八
日
管
内
生
乳
共
販
鍵
員
全

一
一
一
十
一
Ⅱ
～
一
月
一
一
一
日

‐
叩
央
会
膿
・
盃


